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編 集 後 記

　★　連日，FIFAワールドカップ 26で熱戦が繰り広げ
られています．私もサッカー部出身として早朝テレビ観
戦のため寝不足の日々が続いております．本号が発刊さ
れるころにはもう大会も終わっていますが，われらが日
本代表はどうだったでしょうか．
　★　本大会で日本や諸外
国の試合をみるにつけ，ミ
ドルシュートによるファイ
ンゴールが目につきます．
こちらは個々の選手のスキ
ルアップや選手の身体能力
向上によるところもあると
は思いますが，「サッカー
ボール」の進化もあるかも
しれません．今回の公式球
「トリオンダ」を購入してみ
ましたが，感想としては，
「非常に蹴りやすい」，
「シュートスピードも出や
すいうえに，回転もかかり
やすい」印象があります．
　★　かなり昔のボールは革製で，水を含むと重くな
り，強く蹴っても速度が落ちやすいものでした．また，
縫い目やパネル構造も現在ほど均一ではなく，キックの
再現性は低いものでした．私の子供のころは「タンゴ」
に代表される人工皮革が登場し，ボールが軽量化しまし
た．さらに近年の公式球は人工皮革，熱接着，少数パネ
ル化，表面加工などにより，軽量性，反発性，防水性，

空力性能が大きく向上したと言われております．この変
化により，ミドルシュートの価値がより高まったと言え
ます．強く蹴った際に初速が出やすく，インステップで
低く速い弾道を打ちやすくなりました．さらに，無回転
または低回転で蹴ると，空気の流れが不安定になり，
ボールが左右・上下に揺れます．いわゆる「ブレ球」で
あります．ゴールキーパーにとっては，単に速いだけで
なく，最後に軌道が変化するため処理が難しくなりま
す．正面に飛んだシュートでも，キャッチではなく弾く

選択になりやすく，セカン
ドボールから得点機会が生
まれます．つまり，ミドル
シュートは直接得点だけで
なく，こぼれ球を誘発する
攻撃手段にもなります．
　★　一方で，現代サッ
カーでは，守備組織が整備
され，ペナルティエリア内
に人数をかけて中央を閉め
る傾向が強くなりました．
ゾーンディフェンスやハイ
プレスの発達により，ゴー
ル前で自由に崩す時間は短
くなりました．その結果，
バイタルエリアで少しでも

前を向けた瞬間に，遠めから打つ判断が重要になってお
ります．特に相手守備が低く密集している場合，細かく
崩すよりも，ミドルシュートで守備ブロックの外から
ゴールを狙うことが有効な場面が増えております．グ
ループステージでも数多くのミドルシュートがみられて
おりますが，ノックアウトステージでもさらに素晴らし
いミドルレンジからのゴールが生まれることでしょう．
 （吉 井 俊 貴）
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